
 

日時
に ち じ

 令和
れ い わ

8年
ねん

９月
がつ

7日
にち

（月）～9月
がつ

18日
にち

（金） 

午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

４時
じ

まで 

会場
かいじょう

 田村市
た む ら し

役所
やくしょ

１階
かい

多目的
たもくてき

ホール前
まえ

 

安倍
あ べ

文殊菩薩堂
もんじゅぼさつどう

（田村市
た む ら し

船引町
ふねひきまち

）※ 

※安倍
あ べ

文殊菩薩堂
もんじゅぼさつどう

は知恵
ち え

をつかさどる文殊
もんじゅ

様
さま

を祀
まつ

って 

おり、学業
がくぎょう

成就
じょうじゅ

や合格
ごうかく

祈願
き が ん

に多
おお

くの方が参拝
さんぱい

されます。 

第 15回
だ い   か い

田村市
た む ら し

発明
はつめい

工夫展
くふうてん

 

作品
さくひん

一覧
いちらん

 



応募作
おうぼさく

品数
ひんすう

 合計
ごうけい

20作品
さくひん

 

小学生
しょうがくせい

低学年
ていがくねん

の部
ぶ

（１年生
ねんせい

から３年生
ねんせい

） 10作品
さくひん

 

小学生
しょうがくせい

高学年
こうがくねん

の部
ぶ

（４年生
ねんせい

から６年生
ねんせい

） 10作品
さくひん

 

◆小学生
しょうがくせい

低学年
ていがくねん

の部
ぶ

 

作品
さくひん

№ 
受賞
じゅしょう

項目
こうもく

 作
さく

品名
ひんめい

 学
がっ

校名
こうめい

 学年
がくねん

 氏名
し め い

（敬称
けいしょう

略
りゃく

） 

1 奨励
しょうれい

賞
しょう

 
かるくてあらいやすい

まくら 
船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 1 坪井
つ ぼ い

 美鈴
み す ず

 

2 奨励
しょうれい

賞
しょう

 
音
おと

とにおいのくまよけ

スーパーおまもり 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 1 松崎
まつざき

 航士
こ う し

 

3 奨励
しょうれい

賞
しょう

 じかんまもーるまん 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 1 小石沢
こいしざわ

 唯芭
ゆ い は

 

4 奨励
しょうれい

賞
しょう

 
ただしくもてる 

おちゃわん 
船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 1 箭内
や な い

 佑
ゆう

成
せい

 

5 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 けしごむかすパクパク 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 2 渡辺
わたなべ

 顕
あき

帆
ほ

 

6 

最
さい

優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 

福島県発
ふくしまけんはつ

明
めい

協会
きょうかい

 

会長
かいちょう

賞
しょう

 

たまごパックの 

びりびりをやぶる 

マシン 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 2 先﨑
せんざき

 叶逢
と あ

 

7 奨励
しょうれい

賞
しょう

 
ぴかっとひかる 

すいぞくかん 
船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 2 鈴木
す ず き

 唯波
い な み

 

8 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 ふたあけるんです 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 3 加藤
か と う

 颯
そう

介
すけ

 

9 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 コバエバイバイそうち 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 3 松崎
まつざき

 有
ゆう

 

10 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 くるくるペン立て 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 3 佐藤
さ と う

 佑磨
ゆ う ま

 

 

  



◆小学生
しょうがくせい

高学年
こうがくねん

の部
ぶ

 

作品
さくひん

№ 
受賞
じゅしょう

項目
こうもく

 作
さく

品名
ひんめい

 学
がっ

校名
こうめい

 学年
がくねん

 氏名
し め い

（敬称
けいしょう

略
りゃく

） 

1 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 
どこでもつけれる 

お手軽
て が る

ネームタグ 
常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 4 白岩
しらいわ

 愛
え

里奈
り な

 

2 奨励
しょうれい

賞
しょう

 箱車
はこしゃ

 常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 4 渡邊
わたなべ

 陽人
は る と

 

3 奨励
しょうれい

賞
しょう

 
おかしのゴミを 

再利用
さいりよう

！ペンたて 
船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 4 加藤
か と う

 悠人
ゆ う と

 

4 最優秀
さいゆうしゅう

賞
しょう

 変身
へんしん

クッション 滝根
た き ね

小学校
しょうがっこう

 5 酒井
さ か い

 菜乃
な の

花
か

 

5 奨励
しょうれい

賞
しょう

 竹
たけ

のコップ 常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 5 佐藤
さ と う

 颯
はやて

 

6 奨励
しょうれい

賞
しょう

 どこでもつけようクン 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 5 上遠野
か と お の

 泰一
た い ち

 

7 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 
おでかけ、 

サイコーーセット！ 常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 6 岡田
お か だ

 和真
か ず ま

 

8 奨励
しょうれい

賞
しょう

 かんつぶし 常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 6 白岩
しらいわ

 湊
そう

太
た

 

9 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 
ちょこげんくん（ちょこ

っと原稿がみえる） 常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

 6 郡司
ぐ ん じ

 勇
ゆう

観
かん

 

10 優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

 
あなたにぴったりな 

味をお作りします 船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

 6 片
かた

吉
よし

 巴
とも

胤
たね

 

 



 

◆奨励賞
しょうれいしょう

◆ 

かるくてあらいやすいまくら 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

1年 坪井
つ ぼ い

 美鈴
み す ず

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

  ももを包
つつ

んでいた白
しろ

いネットがふわふわしていて、たくさん集
あつ

めてまくらにしたら気持
き も

ちよさそうだっ

たから。 

 ネットを重
かさ

ねてクッションみたいにした。好
す

きな色
いろ

のひもを使
つか

ってカラフルにした。 

 寝
ね

るときにまくらにする。 

 ネットだから、水
みず

をかけてすぐに洗
あら

えてすぐ乾
かわ

く。軽
かる

いからどこにでも持
も

っていける。 

 

 

 

◆奨励賞
しょうれいしょう

◆ 

音
おと

とにおいのくまよけスーパーおま

もり 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

1年 松崎
まつざき

 航士
こ う し

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 田村市
た む ら し

に熊
くま

が出
で

たと聞
き

いた時
とき

、怖
こわ

くなりました。 

 熊
くま

の本
ほん

を読
よ

んでみたら、熊
くま

は犬
いぬ

より 7倍
ばい

鼻
はな

がいいと書
か

いてありました。 

 だから、熊
くま

が近
ちか

づいてこないように、熊
くま

の嫌
きら

いな唐辛子
とうがらし

のにおいを入
い

れたお守
まも

りを作
つく

りました。 

 本当
ほんとう

の唐辛子
とうがらし

を使
つか

いました。だから中身
なかみ

が出
で

てこないようにちゃんと縫
ぬ

って袋
ふくろ

に入
い

れて工夫
く ふ う

しました。 

 ランドセル、ズボンのベルト通
とお

しに熊
くま

鈴
すず

と一緒
いっしょ

にぶら下
さ

げます。 

 歩
ある

くと音
おと

もするし、においも出
で

るから熊
くま

が近
ちか

づいてこないし、安心
あんしん

して歩
ある

けます。 

 もし熊
くま

が目
め

の前
まえ

に来
き

た時
とき

は、お守
まも

りを強
つよ

く握
にぎ

ると中
なか

に入
はい

ってる強
つよ

いにおいが外
そと

に出
で

て熊
くま

を逃
に

がします。 



 

◆奨励賞
しょうれいしょう

◆ 

じかんまもーるまん 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

1年 小石沢
こいしざわ

 唯芭
ゆ い は

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 母
はは

と時間
じ か ん

の約束
やくそく

が守
まも

れる作品
さくひん

が作
つく

りたかったから 

 時間
じ か ん

が守
まも

れなかったから 

 

 約束
やくそく

の時間
じ か ん

に時計
と け い

を合
あ

わせる。 

 裏
うら

の付箋
ふ せ ん

に約束
やくそく

したいことを書
か

く。 

 時間
じ か ん

の読
よ

み方
かた

が分
わか

からなくても使
つか

える。 

 

 

 

 

◆奨励賞
しょうれいしょう

◆ 

ただしくもてるおちゃわん 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

1年 箭内
や な い

 佑
ゆう

成
せい

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

僕
ぼく

は、いつも正
ただ

しくおちゃわんが持
も

てないので、持
も

ちやすい茶碗
ちゃわん

があったらいいなと思
おも

い作
つく

りまし

た。 

 

お茶碗
ちゃわん

の上
うえ

のへこみに親指
おやゆび

を置
お

きます。下
した

の部分
ぶ ぶ ん

にも工夫
く ふ う

がしてあり、指
ゆび

が置
お

きやすくなっていま

す。 

 

 



 

◆優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

◆ 

けしごむかすパクパク 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

2年 渡辺
わたなべ

 顕
あき

帆
ほ

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 
  えんぴつをつかったあと、けしごむのかすがたくさんでました。 

 いつも手
て

であつめたりごみばこに入
い

れたりするのがめんどうだと思
おも

いました。そこで、けしごむのかす

を入
い

れるだけでパクパク食
た

べてくれる箱
はこ

があったらたのしいしべんりだと思
おも

って、作
つく

ろうと思
おも

いました。 

（使
つか

ってみて便利
べ ん り

なところ） 

 手
て

で消
け

しゴムのかすを集
あつ

めなくてよい。 机
つくえ

が汚
よご

れない。 

勉強
べんきょう

のじゃまにならず机
つくえ

をきれいにできる。 

 

 

 

◆最優秀
さいゆうしゅう

賞
しょう

・ 

福島県発
ふくしまけんはつ

明
めい

協会
きょうかい

会長
かいちょう

賞
しょう

◆ 

たまごパックのびりびりをやぶるマ

シン 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

2年 先﨑
せんざき

 叶逢
と あ

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 お母
かあ

さんがいつも、たまごパックを上手
じょうず

にあけられないから、考
かんが

えました。 

 くふうしたのは、たまごパックのよこのびりびりをあけるために、クリップと金具
か なぐ

をつけて、かんたんに

あけられるようにしました。れいぞうこにくっつけておけるように、うらにじしゃくもつけました。 

①マシンを手
て

にもって、たまごパックのよこにあるびりびりの先
さき

に金具
か なぐ

をひっかける。 

②やじるしのほうにマシンをひっぱる。 

③パックのよこのびりびりがやぶれて、パックがあく。 

④れいぞうこにじしゃくでくっつけておける。 

 うまくつかめない子
こ

どもや、にぎる力
ちから

のよわくなったお年
とし

よりも、しっぱいなくかんたんにたまごパッ

クがあけられます。 



 

◆奨励賞
しょうれいしょう

◆ 

ぴかっとひかるすいぞくかん 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

2年 鈴木
す ず き

 唯波
い な み

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

さかながすきでいつでも見
み

れるしふしぎだしおもしろいから 

 

ライトをてらしてさかなをみる 

 

 

 

 

◆優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

◆ 

ふたあけるんです 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

3年 加藤
か と う

 颯
そう

介
すけ

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 ペットボトルのふたやびんのふたを開
あ

けようとしたときに、かたくて、きつくてなかなか開
あ

けられま

せんでした。それに、手
て

がすべってしまってしまいました。もっとかんたんに、開
あ

けられないかなあと

思
おも

いました。せっかく作
つく

るので使
つか

うときに楽
たの

しくなるように、ドクロの絵
え

をはってかっこよくしまし

た。 

 

 ふたの上
うえ

にすべり止
ど

めシートをのせてから、しっかりおさえて、ふたを回
まわ

します。すべり止
ど

めシート

が、ふたと手
て

のすべりをふせいでくれました。かたくて、きついふたも、少
すく

ない力
ちから

で開
あ

けることがせ

きました。 

 

 



 

◆優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

◆ 

コバエバイバイそうち 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

3年 松崎
まつざき

 有
ゆう

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 お店
みせ

で買
か

ったコバエとりきを使
つか

ってみたら、寄
よ

ってくるのに一匹
いっぴき

も取
と

れませんでした。だから、自分
じ ぶ ん

で作
つく

ってみようと思
おも

いました。コバエをよく見
み

てみると、狭
せま

い隙間
す き ま

に入
はい

ってくることが分
わ

かったので、小
ちい

さな

隙間
す き ま

と溝
みぞ

がある箱
はこ

を使
つか

って中身
なかみ

を自分
じ ぶ ん

で作
つく

りました。家
いえ

にある食
た

べ物
もの

、調味料
ちょうみりょう

、洗剤
せんざい

、薬
くすり

、25種類
しゅるい

を使

って、試
ため

しました。その中
なか

で一番
いちばん

効
き

いたのは、トマトの汁
しる

、ナンプラー、食器用
しょっきよう

洗剤
せんざい

でした。色
いろ

は、コバエが

来
き

やすい黄緑
きみどり

と黒
くろ

にしました。 

 箱
はこ

の中
なか

のシートにトマトの汁
しる

、ナンプラー、食器用
しょっきよう

洗剤
せんざい

をしみこませます。ゴミ箱
ばこ

の近
ちか

くに置
お

いておきま

す。黄緑
きみどり

と黒
くろ

の色
いろ

でコバエをおびき寄
よ

せて、隙間
す き ま

から中
なか

へ入
はい

らせます。洗剤
せんざい

が入
はい

っているから、コバエが

水
みず

をはじけなくなって、溺
おぼ

れてしまう仕組
し く

みになっています。家
いえ

にあるものでたくさんのコバエを捕
つか

まえ

られる便利
べ ん り

な装置
そ う ち

です。※ボトルに入
はい

っている液体
えきたい

は、悪
わる

くなるため色
いろ

水
みず

です。 

液
えき

の作
つく

り方
かた

 トマトの汁
しる

（割
わ

れているトマトの方
ほう

がよい）10ｍｌ、ナンプラー10ｍｌ、食器用
しょっきよう

洗剤
せんざい

5ｍｌ、水
みず

30

ｍｌをシートにしみ込
こ

ませる。 

 

 

 

◆優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

◆ 

くるくるペン立て 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

3年 佐藤 佑磨 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

家
いえ

にある引
ひ

き出
だ

しでは、鉛筆
えんぴつ

やけしごむが混
ま

ざってて選
えら

びにくかったから。 

 6 つ入
い

れるところがあって、種類
しゅるい

ごとに入
い

れられるし、回
まわ

せるからとりやすい。下
した

には、引
ひ

き出
だ

しがあっ

て消
け

しゴムや定規
じょうぎ

をしまうことができる。 

 



 

◆優秀賞
ゆうしゅうしょう

◆ 

どこでもつけれるお手軽
て が る

ネームタ

グ 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

4年 

 白岩
しらいわ

 愛
え

里奈
り な

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 妹
いもうと

が私
わたし

のおべんとう袋
ぶくろ

などをつかうとき、おべんとう袋
ぶくろ

などに名前
な ま え

をかくと、けしたくてもけ

せずこまってしまいました。そこで、つけはずしのできるよいものはないかなと考
かんが

えました。 

 家
いえ

にあるものでかんたんに作
つく

れます。ざいりょうは紙
かみ

とわゴムとセロテープ。マジックとクレヨンで

名前
な ま え

やもようをかきました。のびていろいろな物
もの

につけられるようにわゴムを、そして、ぬれても大
だい

じょうぶなようにセロテープで紙
かみ

をほごしました。両面
りょうめん

に名前
な ま え

を書
か

きました。 

 

 おべんとう袋
ぶくろ

などのもち手
て

に、わごむのわっかの中
なか

から名前
な ま え

ぶぶんを通
とお

して、引
ひ

っぱればすぐに

取
と

りつけられて、また、すぐはずすことができるので、色々
いろいろ

なものにつけたりじはずしたりできます。 

 これなら、私
わたし

がつかっても、 妹
いもうと

がつかっても、とてもわかりやすいです。何度
な ん ど

もくりかえしつかえ

ます。紙
かみ

をかえたり、えをかいたりすれば、自分
じ ぶ ん

だけのお気
き

に入
い

りのネームタグを自分
じ ぶ ん

でつくること

ができます。シールなどをはるのも良
よ

いですね。 

 

 

 

◆奨励
しょうれい

賞
しょう

◆ 

箱車
はこしゃ

 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

4年 渡邊
わたなべ

 陽人
は る と

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 戦車
せんしゃ

が好
す

きだから作
つく

りました。 上
うえ

のたいほうの部分
ぶ ぶ ん

が回転
かいてん

するよう作
つく

りました。 

走
はし

る、まわる、たいほう、動
うご

く、あくなどの動
うご

きができる。 

箱
はこ

で車体
しゃたい

。トイレットペーパーでたいほうを作
つく

りました。 

 



 

◆奨励
しょうれい

賞
しょう

◆ 

おかしのゴミを再利用
さいりよう

！ペンたて 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

4年 加藤
か と う

 悠人
ゆ う と

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

  じゃがりこを食
た

べていた時
とき

、ペンが立
た

てられると思
おも

って作
つく

った。ペンの大
おお

きさに穴
あな

を開
あ

けたので、

ペンが入
い

れられます。 

 

 使
つか

い方
かた

は、穴
あな

にペンを刺
さ

して立
た

てます。 

 効果
こ う か

はペンを立
た

てて入
い

れるので、転
ころ

がらないしすぐにペンを取
と

ることができます。 

 

 

 

◆最優秀
さいゆうしゅう

賞
しょう

◆ 

変身
へんしん

クッション 

滝根
た き ね

小学校
しょうがっこう

5年 酒井
さ か い

 菜乃
な の

花
か

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 地震
じ し ん

や大雨
おおあめ

などが身近
み じ か

な出来事
で き ご と

になり暮
く

らしになじむ防災
ぼうさい

グッズがあればいいと思
おも

い作
つく

りまし

た。 

 工夫
く ふ う

した点
てん

は、ふだんはクッションとして使
つか

えます。災害
さいがい

がおきたら、クッションから避難
ひ な ん

バックに

変身
へんしん

するところです。クッションカバーと毛布
も う ふ

をくっつけたのは、休
やす

む時
とき

も貴重品
きちょうひん

の安全
あんぜん

をかくほし

たかったからです。 

 

 ふだんはクッションとして部屋
へ や

においておいて、災害
さいがい

がおきたら、クリップをつけて避難
ひ な ん

バックとし

て使
つか

います。 

 反射板
はんしゃばん

をはってあるので夜道
よ み ち

でも存在
そんざい

をアピールできます。 

 毛布
も う ふ

と一体化
いったいか

してるので、休
やす

んでいても、防犯
ぼうはん

できます。 

 中
なか

には、スリッパなど、好
す

きな防災
ぼうさい

グッズを入
い

れることが出来
で き

るので、家族
か ぞ く

こうせいに合
あ

わせて使
つか

うことができます。 

 



 

◆奨励
しょうれい

賞
しょう

◆ 

竹
たけ

のコップ 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

5年 佐藤
さ と う

 颯
はやて

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 家
いえ

のまわりに竹
たけ

がはえていたのでそれを切
き

ってコップにできないかと思
おも

いコップを作
つく

りました。 

 そしてむずかしいと思
おも

った所
ところ

は竹
たけ

のコップの山
やま

をけずるのがむずかしかったです。竹
たけ

は少
すこ

しかた

いので力
ちから

を入
い

れないとけずることができなかったです。 

 

 これは水
みず

を入
い

れてコップとして使
つか

うことができます。 

 また物
もの

入
い

れや花
か

びんとしても使
つか

うことができるので便利
べ ん り

です。 

 

 

◆奨励
しょうれい

賞
しょう

◆ 

どこでもつけようクン 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

5年 上遠野
か と お の

 泰一
た い ち

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 作
つく

ったきっかけは、かけるフックやれいぞうこにくっつくものマグネットを見
み

たときにかけられたり

くっつくものを作
つく

れたらおもしろいし便利
べ ん り

だなと思
おも

ったからです。くふうしたところは、ひっかける

部分
ぶ ぶ ん

がダンボールなのでくずれやすいからトイレットペーパーをまるめてくっつけるようにしたとこ

ろです。 

 使用
し よ う

方法
ほうほう

は、中
なか

にものを入
い

れてれいぞうこにつけたり、かける部分
ぶ ぶ ん

で場所
ば し ょ

をとわずかけることで、

ひっかける時
とき

にもう一
ひと

つのトイレットペーパーの中
なか

にトイレットペーパーをさしこみます。便利
べ ん り

な点
てん

は、えんぴつをさしこむ場所
ば し ょ

がありもちはこびもできるし、くっつけたりかけたりで条件
じょうけん

さえ満
み

たせ

ばかんたんに使
つか

えるところです。 



 

◆優秀賞
ゆうしゅうしょう

◆ 

おでかけ、サイコーーセット！ 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

6年 岡田
お か だ

 和真
か ず ま

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

  高速
こうそく

道路
ど う ろ

で、トイレにいきたくなったとき、ジュースやケータイおきばがほしいとき、ねむくなった

とき、けがをしてしまったとき、手
て

をふきたくなったとき、ごみをすてたくなったとき、きもちわるく

なったとき。ぜんぶがそろってるおでかけ、サイコーーセットがつくりたいとおもったのがきっかけ

です。 

 100円
えん

ショップでうってる物
もの

をくみあわせて作
つく

りました。 

 ペットボトルをおくばしょにはコースターをしきました（とりはずしかのう） 

 

〇ごみぶくろをかけられるフックがある。 

〇ティッシュやウェットティッシュがある。 

〇消毒
しょうどく

やカットバン、めがねふき、ヘアゴムがある。 

〇エチケット袋
ふくろ

やけいたいトイレがある 

〇よびのごみぶくろがある 

〇ケイタイとペットボトル 

〇ネックピローがついている（カバー）洗濯
せんたく

できる。 

 

 

◆奨励
しょうれい

賞
しょう

◆ 

かんつぶし 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

6年 白岩
しらいわ

 湊
そう

太
た

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 お母
かあ

さんにすすめられた。 

 2個
こ

同時
ど う じ

につぶせる。 

 ペットボトルの中
なか

にかんを入
い

れて、割
わ

りばしでつぶす。 

 あく力
りょく

の弱
よわ

い人
ひと

でも簡単
かんたん

にかんをつぶすことができる。 

 2個
こ

同時
ど う じ

につぶせるため、時短
じ た ん

になる。 

 



 

◆優秀賞
ゆうしゅうしょう

◆ 

ちょこげんくん 

（ちょこっと原稿
げんこう

がみえる） 

常葉
と き わ

小学校
しょうがっこう

6年 郡司
ぐ ん じ

 勇
ゆう

観
かん

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

  ぼくは作文
さくぶん

を本番
ほんばん

用紙
よ う し

に書
か

き写
うつ

すとき、 

・1行
ぎょう

書
か

き間違
ま ち が

える 

・どこを書
か

いているか見失
みうしな

う 

といったミスをよくしていました。その失敗
しっぱい

をなくすために、元
もと

の原稿
げんこう

をずらしながら正
ただ

しい位置
い ち

を

確認
かくにん

できる道具
ど う ぐ

「ちょこげんくん」を考
かんが

えました。 

 そのまま書
か

き写
うつ

すとき 

1．A黒
くろ

いファイルの上
うえ

に新
あたら

しい原稿
げんこう

用紙
よ う し

を置
お

く 

2．B左側
ひだりがわ

の可動式
かどうしき

の部分
ぶ ぶ ん

に元
もと

になる原稿
げんこう

をはさむ 

3．C⇒はさんだ原稿
げんこう

を右側
みぎがわ

で少
すこ

しずつ移動
い ど う

させながら本番
ほんばん

の原稿
げんこう

用紙
よ う し

に書
か

き写
うつ

していく。 

1A黒
くろ

いファイルの上
うえ

に、新
あたら

しい原稿
げんこう

用紙
よ う し

を半分
はんぶん

に折
お

り、折
お

った半分
はんぶん

を間
あいだ

にはさむ 

2半分
はんぶん

を書
か

き終
お

えたらちょこげんくんを 180度
ど

回転
かいてん

させる。可動
か ど う

部分
ぶ ぶ ん

C⇒が右側
みぎがわ

にくるのではさん

でいた元
もと

になる原稿
げんこう

も 180度
ど

回転
かいてん

させる入
い

れ直
なお

す。 

3Aを左側
ひだりがわ

にひきながら残
のこ

りの半分
はんぶん

を書
か

き写
うつ

していく 

 

 

◆優秀賞
ゆうしゅうしょう

◆ 

あなたにぴったりな味
あじ

をお作
つく

りしま

す 

船引
ふねひき

小学校
しょうがっこう

6年 片
かた

吉
よし

 巴
とも

胤
たね

 

作品
さくひん

概要
がいよう

 

 割
わ

って飲
の

んだりする飲
の

み物
もの

でどうにか自
じ

分
ぶん

が思
おも

うような味
あじ

ができないか。そう思
おも

い、キャップをあ

けたらストローが出
で

てきて調整
ちょうせい

できるところを工夫
く ふ う

しました。 

①ペットボトル（ホルダー）に別々
べつべつ

にわけて入
い

れる※入
い

れる時
とき

はストローをおさえる。 

②キャップをあけるとストローから出
で

てきてコップを置
お

くと中
なか

に入
はい

っていきます。原液
げんえき

と水
みず

をお好
この

み

の量
りょう

にして完成
かんせい

です。 



 


